平成19年度　第二回日本OP協会議事録
開催日時　　平成19年1月21日　　10:00～16:00

開催場所　　（株）フォーシーズ本社　9階会議室
出席理事　　占部副会長　国見理事長　荒川理事　奥村理事　神谷理事　浜田理事

　　　　　　河内理事　　高木理事　　丹羽理事　熊川理事　丸田理事

欠席理事　　濱本理事　　仲野理事

出席監事　　周東監事

欠席監事　　赤津監事

　議事に先立ち、議事録作成者を丸田理事、署名人を浜田理事、高木理事とし、

国見理事長が議長となり審議に入った。

審議事項
議題1: 新任理事の紹介、各理事の自己紹介

　　　 新任理事2名を含み、出席者全員の自己紹介行った。

議題2: 国見理事長報告

選手からの地裁申し立てについて
　　　 選手名で横浜地裁に出された地位保全の仮処分（世界選手権出場権を認める仮処分の申し立て）を求める申し立ての判決が平成18年12月26日に出て、「債権者（申立人）の申し立てを却下する」となった報告がされた。

判決が出るまでの横浜地裁での審問等の経過説明もあり、日本OP協会の決定方法に瑕疵は無く、公平かつ正当なものであったことを法廷の場で認められた。
後日、本件の「まとめ」となる報告を会員宛にHPに掲示予定。
判決後の取り扱いについては、理事間で長時間の論議がなされたが、当該クラブとコーチ・選手の処置については3月末までに結論を出すべく日本OP協会と江ノ島ヨットクラブ間の協議を踏まえて２月理事会で審議することになった

今年度の基本方針

1) 普及、育成部門に大きなウエイトを置き、活動の長期的な指針としては今までの基本的な考えを継続する。

クラス別協会として、優秀な選手を育てワールド選手権でも好成績を収める。

今年度は強化の方法について新たな方策を検討する。また、各担当部署における普及と関連した方策を策定する。
2) 本年度の重点施策

ホームページにリニューアル、イヤーブックの作成、「プールでOP」活動の継続と新規会員取り組み等。

（詳細は別紙　２００７年度基本方針参照）
3) ルール講習とグッドマナーについて

協会の内規の整備、ルール講習会の開催等を検討。

グッドマナーという点での父兄、コーチの意識を高揚し、セーリングの入門部門を受け持つクラス協会として、ジュニアの時期に身につけて欲しいマナーの指導をこれまで以上に行っていきたい。
周東監事より、海外派遣および国内レースに内規の必要性、NOR & SIとの関連付けの検討をするようにとの意見有り。
上記の方針を基に、平成19年度の協会組織を下記の通り決定した。
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議題3:　各理事からの報告
荒川理事　
海陽（名古屋）にも基本計測の拠点作りを検討中。

奥村理事　
普及活動に関して会員クラブで開催する「新規クラブ員獲得に向けたヨット教室」の提案が出された。検討の上、HP等で紹介の予定。

丸田理事

18年度年次総会前に協会登録申請のあった下記4クラブの承認について理事会で議論していただく旨の提案があり、協議の結果、新規クラブ会員として承認された。各クラブと最終確認後、平成19年4月からの新規会員としての手続きの予定。
湘南キッドセーリングクラブ
秋谷セーリングクラブ

魚邦ジュニアレーシングチーム
ヨットスポーツ少年団函館ジュニアセーリング倶楽部

海外派遣（平成19年海外レーススケジュール）

理事会用の資料として、下記のスケジュールが報告された。

大会名　　　　　　開催国　　　　　大会公式日程

アジア選手権　　　シンガポール　　平成19年6月頃（インドネシアから変更、NOR待ち）

ヨーロッパ選手権　ギリシャ　　　　平成19年7月10日 – 7月18日

ワールド選手権　　イタリア　　　　平成19年７月22日 – 8月2日

議題5: 最終選考会

高木理事、熊川理事から選考会準備の報告があり、協議の結果、卒業式、終業式、人事異動の時期（運営手伝い）等を勘案し、一番無理の無い

平成19年3月22日（木）~ 3月25日（日）に決定。3月21日は希望者への事前計測日。
最終NORは2月上旬にHPに公開予定。

尚、世界選手権出場選手の2桁セール番号が認められない件で、補足文書をNORと同時に協会HPに掲示する（2桁→4桁移行の準備期間を設ける）。
海外派遣の「認定書」は選考会後の理事会で最終承認後に授与する。

議題6: 理事会年間スケジュール

3回目以降の理事会開催の予定は下記の通りとする。

第3回　　　平成19年2月24（土） & 25日（日）

第4回　　　平成19年5月12日（土）

第5回　　　平成19年9月8日（土）

その他
議題3のヨット教室とは別に、B & G財団と協力しプール使用、その後海に出てのヨット教室も検討中。会員クラブに協力を要請する必要があり、詳細が確定した時点で協力のお願いをする。
また、昨年度実施のSSF補助によるヨット教室も予定（補助金申請中）。

上記教室開催を決定後、協力、開催希望クラブを募ることにする。

次回理事会は平成19年2月24（土） & 25日（日）の予定。

議事録作成者　　丸田　郁朗

議事録署名人　　浜田　浩司

議事録署名人　　高木　慶太
